









本稿の目的は、NCTM（National Council of Teachers of Mathematics、全米数学教師協議会）の中学校数学の雑誌、























量形成につながる「氷山作り」（第 3 節参照）と呼ばれる実践的なとりくみの提案がなされています。 
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 以下、[WBD]の 3 人の著者と彼らの数学教育の改革に関するとりくみについて簡単に紹介し、その背景説明とし
たいと思います。 

















アメリカの RME のグループは、こうした哲学にもとづき、オランダの RME のグループの支援を得て MiC
（Mathematics in Context、状況の中の数学）[5]という中学校段階の数学のカリキュラムを開発し（1991-1997）、その
実践・指導にあたっています。[WBD]で紹介されている「氷山作り」という教師の力量形成のとりくみについても、
当初、オランダの RME のグループによって開発・実践がなされ、それをアメリカの RME のグループがとり入れて
実践が進められているものです。とはいえ、このとりくみは必ずしも MiC の使用を前提としたものではなく、どの
ようなカリキュラム（教科書）用いたグループにとっても活用可能な活動であるということを断っておきます。 
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形式化されていない表現の例として、リンゴを 4 つに分けたうちの 3 つ、あるいは 1 ドルを 4 つに分けた 4/1 ドル
（25セント）を 3つ集めたものなどといった具体的な量と結びつけられた形での表現があげられています。これは、
学び手の分数概念の獲得に即した表現の変化と捉えることができます。つまり、分数や数に慣れ親しんだ人々にと
































































































































とえば 6 は 18 の 3 分の 1 なので、 x は 10 の 3 分の 1 のはずであるなど）に関連づけさせるような機会を持つこと
はほとんどあり得ないことであろう。 
 学生にとっては、図や説明は形式化されていない表現である。それらは、大抵の場合、学生の、現実のあるいは
想像上の状況に結びついた体験に根をおいたものである。4 分の 1 ドル（25 ㌣）硬貨 3 枚と 2 分の 1 ドル（50 ㌣）
硬貨 1 枚でいくらになるのかという足し算についての形式化されていない説明として「4 分の 1 硬貨 2 枚と 2 分の 1























































































案をとり入れつつ、学習活動の適切な配列についての入念な検討が進められた（図 2 を参照）。 
 教師たちは、彼らのカリキュラムや教材での表現経路が、もっぱら形式的なもので終始している（彼らの地域で
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